==================================================================　

**  日本学術会議ニュース・メール  **  　No.109  **  2007/11/30  **

==================================================================

■----------------------------------------------------------------- 

　日本学術会議 環境学委員会 環境思想・環境教育分科会

  公開シンポジウム「環境教育 明日への提言」の開催について（ご案内）

------------------------------------------------------------------■

　21世紀に入り、温暖化をはじめとする地球環境問題が深刻になり、環境

教育の役割がますます重要になってきました。こうした状況を踏まえ、我

が国における環境教育に関連する各セクターが集合し、環境教育の今後の

方向性を討議し、政府への提言の必要性・緊急性を広く社会に向けてアピ

ールするものです。

　◆日　時：平成19年12月7日（金）13：00～16：30

  ◆会　場：日本学術会議講堂（東京都港区六本木7-22-34）　

  ◆演　者：小澤紀美子（東京学芸大学教授）、鬼頭　秀一（東京大学大

　　　　　　学院教授）、岡島　成行（大妻女子大学教授）　　　

　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。 

　http://www.jeef.or.jp/tei-gen/

　

 【参加申込み・お問合せ】

　　社団法人日本環境フォーラム　　担当：久野　TEL　03-3350-6770　

■----------------------------------------------------------------- 

　公開シンポジウム「東南アジアの民主主義と信頼」（ご案内）

------------------------------------------------------------------■

　

　東南アジアの民主主義は1990年代に大きな民主化への歩みを示したが、

2000年代に入って、若干の後退をみせている。タイの軍事クーデター、

ミャンマーの仏教徒抗議抑圧、イスラム過激勢力によるテロおよび抑圧など

東南アジアの民主主義そしてその基礎の一つを構成する信頼（対人的信頼と

社会制度に対する信頼）をミャンマーとタイの専門家による世論調査データ

の分析を行う。

　◆日　時：平成19年12月13日（木）15：30～17：00　

　◆会　場：東京大学本郷キャンパス山上会館大会議室（文京区本郷7-3-1）

　◆演　者：ミャット・テイン（ヤンゴン大学）、

　　　　　　　アーロン・スターン（米国連邦政府国際開発庁）、

　　　　　　　猪口孝・三上了（中央大学）ほか

　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。 

　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/46-s-1-2.pdf 


（事前の参加予約は必要ありません）

　【お問い合わせ先】

　　中央大学　猪口研究所

　　E-mail:inoguchi@ioc.u-tokyo.ac.jp

　　Tel:03-3817-1637　Fax:03-3817-1606

■----------------------------------------------------------------- 

　日本学術会議北海道地区公開学術講演会、「サイエンスカフェ釧路」

　の開催について（ご案内）

------------------------------------------------------------------■

　日本学術会議北海道地区会議は、標記イベントを開催いたします。

　◆日　時：平成19年12月22日（土）13:00～16:30　

　◆会　場：釧路市生涯学習センター（釧路市3-8-1）

　◆次　第：●北海道地区公開学術講演会

　　　　　　　「とけた冥王星の謎と新しい太陽系の姿」

　　　　　　　　講師：海部宣男（日本学術会議第三部部長、放送大学教授

　　　　　　　　　　　　前国立天文台台長）

　　　　　　●サイエンスカフェ釧路

　　　　　　　○何でも聞いてみよう宇宙の謎　海部宣男

　　　　　　　○科学的おもしろさへの招待　　釧路工業高等専門学校

　　　　　　　　・音とメロディーの科学

　　　　　　　　・ルービックキューブの不思議

　　　　　　　　・ロボットコンテストへの挑戦

　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。 

　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/42-t-3.pdf 

　【お問い合わせ先】

　　釧路工業高等専門学校総務課

　　Tel:0154-57-7203 E-mail:soumu@office.kushiro-ct.ac.jp

■-----------------------------------------------------------------

  公開シンポジウム

　「新しい環境共生都市像を求めて-生命の多様性を守る新しい都市像づくり-」

　の開催について（ご案内）

------------------------------------------------------------------■

（開催趣旨）

　AASSRECのアフターケアとして日中韓台米の５カ国の研究者による議論を

通じ、新しい都市像を求め、それを実現する環境共生の公共選択の方法を

導く試みを行う。

　◆日　時：平成19年12月22日（土）13：30～17：30　

　◆会　場：千葉商科大学　図書館5階会議室（千葉県市川市国府台1-3-1）

　◆演　者：熊田禎宣（千葉商科大学教授）、

　　　　　　　小池百合子（衆議院議員・元環境大臣）ほか

　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。 

　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/46-s-1-3.pdf 

　【参加申込み方法】 

　　関係学会や団体の事務局を通じて研究者および市民に広報し、ファクス

　　もしくはメールで参加申し込みを受け、参加者のリストを事前に作成する。

　　公開シンポジウムであるため参加は無料とする。

　【お問い合わせ先】

　　千葉商科大学政策情報学研究科長　熊田禎宣研究室

    Tel:047-372-4111 Fax:047-300-7031

    E-mail:ykuma@cuc.ac.jp

■-----------------------------------------------------------------

  日本学術会議主催公開講演会「人口とジェンダー ～少子化対策は可能

　か～」の開催（ご案内）

------------------------------------------------------------------■

　人口は、生殖期にある男女の個人的な意思決定が、集合的な結果を生み

出す社会現象である。人口の変動には複合的な要因が関係しており、人為

的な統制が妥当であり、また可能であるかについては多くの議論がある。

近代において、人口は常に政治的な課題となってきた。歴史的には、戦時

下の出産奨励策や、戦後の人口抑制策など、生殖は国家の介入の対象となっ

た。とりわけ、女性の身体管理が人口政策の焦点となってきた点で、人口

とジェンダーには密接な関係がある。少子化問題が深刻な社会的課題とさ

れる今日、人口政策は妥当とされるのか、そしてまた人口政策に効果はあ

るのか。ジェンダー学及びジェンダー史の知見に基づいて、歴史的な検討

とともに今日的な課題を考える。

  ◆日  時：平成20年１月12日（土）13:00～17:00

  ◆会  場：日本学術会議講堂

  ◆演  者：久留島 浩  （国立歴史民俗博物館教授）

            桜井 万里子（東京大学名誉教授）

            上野 千鶴子（東京大学大学院人文社会系研究科教授）

            天野 正子  （東京女学館大学学長）

            小川 眞里子（三重大学人文学部教授）

            姫岡 とし子（筑波大学大学院人文社会科学研究科教授）

            荻野 美穂　（大阪大学大学院文学研究科教授）

            落合 恵美子（京都大学大学院文学研究科教授）

            白波瀬 佐和子（東京大学大学院人文社会系研究科助教授）

            江原 由美子（首都大学東京都市教養学部教授）

            杉田 敦　　（法政大学法学部教授）

            武川 正吾　（東京大学大学院人文社会系研究科教授）

            長野 ひろ子（中央大学経済学部教授）ほか

  ◆定  員：250名、参加無料

  ◆参加申込方法： E-mail、FAXまたははがきにて、氏名（ふりがな）

　　　　　　　　　及び連絡先をご記入の上、お申し込みください。　

　　

　【お問い合わせ・申し込み先】

　　日本学術会議事務局企画課公開講演会担当

　　〒106-8555  東京都港区六本木7-22-34

　　TEL:03-3403-6295 FAX:03-3403-6224 

　　E-mail：sympo@scj.go.jp

　

　　＊　定員（250名）となり次第、締め切りとさせていただきます。

　　　　締め切り以降にお申込があった方にのみ、その旨ご連絡を差し上

      げますので、ご了承ください。

        なお、定員に達しない場合は、当日も受付を行いますので、直接

　　　事務局へお問い合わせください。

　詳細は、日本学術会議の以下のホームページを御覧ください。

　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/43-k.pdf

■-----------------------------------------------------------------  

　シンポジウム「研究・教育者等のキャリアパスの育成と課題」について 

　(結果報告) 

------------------------------------------------------------------■ 

　平成19年10月18日（木）、基礎生物学委員会・応用生物学委員会合同　

生物科学分科会は、生物科学学会連合の後援を受け、公開シンポジウム 

「研究・教育者等のキャリアパスの育成と課題」を開催しました。このシ

ンポジウムでは、大学院重点化とポスドク１万人計画の施策によって大幅

に増加したわが国のサイエンスを担うべき高学歴の若者たちが、その後の

職がなかなか見つからないという不安の中でどのように展望を拓いていっ

たらよいかという問題を取り上げました。有馬朗人元文部大臣はじめ産官

学各界からの演者をお招きし、大勢の参加者を得て、予定の時間を大幅に

超過する活発な議論が行われました。

　講演と討論の簡単な要旨と当日のプレゼンテーション資料を、以下のホ

ームページに公開しましたのでご覧ください。

http://www.scj.go.jp/ja/info/iinkai/bunya/kisose/sinpo1018.html  

********************************************************************

　　　　　　学術情報誌『学術の動向』最新号はこちらから

　　http://www.h4.dion.ne.jp/~jssf/text/doukousp/2007-11.html

********************************************************************

==================================================================　

**  日本学術会議ニュース・メール  **  　No.110  **  2007/12/14  **

==================================================================

■----------------------------------------------------------------- 

　社会技術シンポジウム「高度情報社会の脆弱性の解明と解決」の開催に

  ついて（ご案内）

------------------------------------------------------------------■

（開催趣旨）

　近年における情報技術の進歩は目覚しく、私たちの社会に多大な便益を

もたらしていますが、反面、情報システムに大きな問題が生じた際の社会

への影響は計り知れないものとなります。

　社会技術研究開発センター「情報と社会」研究開発領域では、情報技術

の展開および多様化がもたらす社会への影響を調査し、想定しうる社会的

リスクを最小化することを目的として、５ヵ年にわたる研究を進めてきま

したので、本シンポジウムでその成果を報告します。

　◆日　時：平成20年1月8日（火）10：00～17：00　

　◆会　場：日本学術会議講堂（〒106-8555　東京都港区六本木7-22-34）

　◆基調講演：「次世代ITへの戦略的視点」　　

　　　　　　　　　　寺島 実郎

               　　（(財)日本総合研究所会長、(株)三井物産戦略研究所所長）

　◆研究発表：各課題別の発表題目・講演者は下記URLを参照のこと。　　

　◆パネル討論：「高度情報社会の脆弱性の解明と解決」

　　　　　　　　　　今井　秀樹（中央大学理工学部教授）

　　　　　　　　　　藤原　武平太（情報処理推進機構理事長）

　　　　　　　　　　安田　浩（東京電機大学教授）

　　　　　　　　　　山口　英（奈良先端科学技術大学院大学）　

　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。 　

　http://www.the-convention.co.jp/jst-ws/

　【お問い合わせ先】

　　社会技術シンポジウム事務局

　　〒107-0062　東京都港区南青山2-6-12 アヌシー青山2階　

　　（株）ザ・コンベンション内  

　　TEL: 03-3423-4180　FAX: 03-3423-4108

　　E-mail: jst-ws@the-convention.co.jp

==================================================================　

**  日本学術会議ニュース・メール  **  　No.111  **  2007/12/28  **

==================================================================

■----------------------------------------------------------------- 

　公開シンポジウム「多文化共生――文化人類学の視点から」（ご案内）

------------------------------------------------------------------■

　グローバリゼーションの時代と言われている。海外で暮らす日本人が増

加するとともに、国内で暮らす外国人は急激に増加している。日本の多文

化性は、単一民族国家という幻想のもと従来目に触れにくいものだったが、

近年それが顕在化しつつあり、多文化共生は日本社会の今後の課題として

重要なものとなってきている。このシンポジウムでは、「文化」に正面か

ら取り組んで研究を行ってきた文化人類学が多文化共生という課題に取り

組んだ成果を公開する。

　◆日　時：平成20年2月23日（土）13：30～17：30

　◆会　場：法政大学市ヶ谷キャンパス外濠校舎S306（千代田区富士見2-17-1）

　◆演　者：竹沢泰子（京都大学人文科学研究所教授）、

　　　　　　　庄司博史（国立民族学博物館教授）ほか

　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。 

　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/48-s-1-1.pdf 

　【参加申込方法（お問い合わせ先）】

　　必要事項（氏名、所属、連絡先電話番号、E-mailアドレス）ご記入の上、

　　anthro_scj@nifmail.jpまたは042－783-2611法政大学経済資料室山本宛

　　に事前にお申込みください。（定員200名）

■----------------------------------------------------------------- 

　平成20年度における食品健康影響評価技術研究の研究課題の公募について

------------------------------------------------------------------■

　

　食品安全委員会では、科学を基本とする食品健康影響評価（リスク評価）

の推進のため、リスク評価ガイドライン、評価基準の開発に資する提案公

募型の食品健康影響評価技術研究を実施しております。本研究は、毎年度、

大学・試験研究機関等から、研究課題の募集を行っておりますが、平成20

年度の研究課題につきましては、平成19年12月26日(水)から平成20年2月8日

(金)までの間、研究課題の募集を行うこととしましたのでお知らせします。

　詳細につきましては、食品安全委員会のホームページをご覧ください。

  http://www.fsc.go.jp/senmon/gijyutu/index.html

【連絡先】

　内閣府食品安全委員会事務局

　情報・緊急時対応課　調査係長　川端秀則

　電話：03-5251-9186

　〒100-8989　東京都千代田区永田町2-13-10

              プルデンシャルタワー６F

　E-Mai：hidenori.kawabata@cao.go.jp

■----------------------------------------------------

日本学術会議会員及び連携会員の皆様へ（重要なお知らせ）

------------------------------------------------------■

　平成20年1月4日から、内閣府ＬＡＮが新しいシステムに切り替わることと

なっています。

つきましては、移行作業のため、以下の期間において電子メールの送受信が

できなくなります。

　停止期間：平成19年12月28日（金）16:00から

　平成20年1月4日（金）8:30まで

　なお、この期間に事務局宛に送られた電子メールは、1月4日の新システム

運用開始後に受信されることになっています。

　ご迷惑をおかけしますが、何卒ご理解いただきますようよろしくお願いい

たします。

【お問い合わせ先】

日本学術会議事務局企画課情報係

　　　　　　　　　TEL:03-3403-6295 FAX:03-3403-6224 

　　　　　　　　　E-mail：p228@scj.go.jp    

            ==================================================================　

**  日本学術会議ニュース・メール  **  　No.112  **  2008/01/11  **

==================================================================

■----------------------------------------------------------------- 

　歯学委員会公開シンポジウム「疾病構造の変化を見据えた歯科医療の

  展開」の開催について（ご案内）

------------------------------------------------------------------■

　少子・高齢化社会における歯科医療の意義と将来の方策を展望すること

を目的として、上記シンポジウムが開催されます。

　◆日　　時：平成20年1月25日（金）13:00～18:00

　◆場　　所：日本学術会議　講堂

　◆プログラム

　　１　高齢者のニーズに応える歯科医療

　　　　松下健二（国立長寿医療センター研究所　口腔疾患研究部長）ほか

　　２　小児・青少年期の健康な口腔の育成

　　　　大嶋　隆（大阪大学教授）ほか

　

　※事前の参加申し込みは必要ありません。（当日先着300名まで）

　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。 

　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/48-s-2-1.pdf

　【お問い合わせ先】 　

　　日本学術会議事務局第二部担当　

　　TEL：03-3403-1091    　　　

■----------------------------------------------------------------- 

　日本学術会議第二部冬季公開シンポジウム「明日に向かって生命

　(いのち)をつなぐ－生命科学の最前線－」の開催について（ご案内）

------------------------------------------------------------------■

　生物学・医学・農学・薬学・看護学分野において、先端的な研究を進め

ている研究者が、最新の研究成果を紹介し、人の「生命(いのち)を育み」、

「まもり」、そして「生命をつなぐ」科学の将来展望と課題を明らかにす

ることを目的として、上記シンポジウムが開催されます。

　◆日　　時：平成20年2月5日（火）13:00～17:30

　◆場　　所：日本学術会議講堂

　◆演　　者（日本学術会議会員）：

　　　　　　　斉藤　成也（国立遺伝学研究所教授）

　　　　　　　榊　佳之　（理化学研究所ゲノム科学総合研究センター長）

　　　　　　　大隅　典子（東北大学大学院医学系研究科教授）

　　　　　　　五十嵐　隆（東京大学大学院医学系研究科教授）

　　　　　　　垣添　忠生（国立がんセンター名誉総長）

　　　　　　　鶴尾　隆　（財団法人癌研究会癌化学療法センター所長）

　　　　　　　南　裕子　（兵庫県立大学副学長・教授）

　　　　　　　新山　陽子（京都大学大学院農学研究科教授）

　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。

　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/48-s-2-4.pdf

　【お問い合わせ先】 　

　　日本学術会議事務局第二部担当　

　　TEL：03-3403-1091   

　　　

■----------------------------------------------------------------- 

　公開シンポジウム「多文化共生――文化人類学の視点から」（ご案内）

------------------------------------------------------------------■

　

　グローバリゼーションの時代と言われている。海外で暮らす日本人が増

加するとともに、国内で暮らす外国人は急激に増加している。日本の多文

化性は、単一民族国家という幻想のもと従来目に触れにくいものだったが、

近年それが顕在化しつつあり、多文化共生は日本社会の今後の課題として

重要なものとなってきている。このシンポジウムでは、「文化」に正面か

ら取り組んで研究を行ってきた文化人類学が多文化共生という課題に取り

組んだ成果を公開する。

　◆日　時：平成20年2月23日（土）13：30～17：30

　◆会　場：法政大学市ヶ谷キャンパス外濠校舎S306（千代田区富士見2-17-1）

　◆演　者：竹沢泰子（京都大学人文科学研究所教授）、

　　　　　　庄司博史（国立民族学博物館教授）ほか

　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。 

　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/48-s-1-1.pdf 

　【参加申込方法（お問い合わせ先）】

　　必要事項（氏名、所属、連絡先電話番号、E-mailアドレス）ご記入の上、

　　anthro-scj@nifmail.jpまたは042－783-2611法政大学経済資料室山本宛に

　　事前にお申込みください。（定員200名）

==================================================================　

**  日本学術会議ニュース・メール  **  　No.113  **  2008/01/15  **

==================================================================

+++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++

◇ 特別シンポジウム「21世紀、科学技術とどう向き合っていくか」（ご案内）

+++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++

■ 日　　時　　 平成２０年１月１６日(水)　１３：３０～１７：３０

■ 会    場　　 日本学術会議 講堂（東京都港区六本木７－２２－３４）

                地下鉄千代田線　乃木坂駅「青山霊園方面出口徒歩１分」

■ 共同主催　　 日本学術会議、科学技術振興機構 日本学術振興会、

                製品評価技術基盤機構、日本工学会、日本化学会、日本機械学会

                日本物理学会、応用物理学会、日本農学会、日本薬学会、

                生物科学学会連合、日本医学会

■ 実行委員会

委員長

・日本学術会議 副会長 浅島 誠

副委員長

・横浜国立大学 名誉教授 伊藤 卓

委　員

・科学技術振興機構 社会技術研究開発センター長 有本 建男

・日本学術振興会　理事　村田　直樹

・製品評価技術基盤機構　理事長　御園生 誠

・日本工学会 事務局長　柳川 隆之

・日本化学会 専務理事　太田 暉人

・日本機械学会 顧問　 高橋 征生

・応用物理学会 副会長（東京工業大学総合理工学研究科教授）石原 宏

・日本薬学会 アドバイザー 久保　哲蔵

・生物科学学会連合（東京大学分子細胞生物学研究所所長）宮島 篤

・日本農学会（東京大学名誉教授）唐木 英明

・国際医療福祉大学　副学長、三田病院　院長　北島　政樹

・科学新聞社 会長　池田 冨士太

■事務局　　　

特別シンポジウム事務局（科学新聞社内）

〒105-0013東京都港区浜松町１－８－１

Tel.03-3434-3741、 Fax.03-3434-3745 

E-mail sinpo@sci-news.co.jp　

■ 開催趣旨案

科学技術の目覚しい進展のなかで、その高度化・複雑化の度はいっそう増している。

そしてそうした先進の科学技術の成果は直ちに人々の生活に浸透し、日常生活での

依存度も年々高まってきている。このような背景の下、人々が科学の真実と限界を

正しく理解し、科学とどのように付き合えばよいのかを問う姿勢は極めて重要である。

　最近、科学的に効果が必ずしも証明されていないにもかかわらず、「科学的」に

「正しい」もしくは「効果がある」などと、あたかも科学的であることを装ったよ

うな言動や、商品が目につくことが多い。このように、「科学的根拠はないが、科

学的であると装ったもの」は、一般に疑似科学（ニセ科学、似非科学とも言われる）

と呼ばれ、しばしば社会的問題として顕在化するようになってきた。疑似科学が問

題となる社会的要因としては、人々の生活における科学・技術に対する依存度の高

まりのほかに、人々の不安や自己責任が求められる風潮に伴う「科学的であること」

への依存心、さらには科学的・論理的思考の衰退傾向などが挙げられる。こうした

疑似科学の蔓延は、健康問題などの真のリスクの見過ごし、消費者の無意味なもの

への浪費、科学教育に対する悪影響などとの関連で懸念される。

　一方、最先端の科学技術の研究においては、新しいアイデアや試みから、その体

系が確立されるまでの間の、いわゆるグレーゾーンの存在は不可避である。このよ

うな発展途上の研究領域においては、科学的不確実性に対して、一義的に「非科学

である」と決めてしまう態度（疑似科学として扱うこと）や、専門分野の細分化に

伴い、異分野の考えを排除してしまう態度は、科学・技術の進歩を妨げてしまう恐

れがある。逆に、科学的不確実性を持つ研究成果が極端に拡大解釈または単純化さ

れて、疑似科学的に悪用されることもあり、それもまた科学技術の進歩を妨げるこ

とにつながりかねない。

　本シンポジウムは、このような状況において、科学者、技術者、メディア関係者

教育者等が、それぞれの立場でどのような対応をするべきかについて意見を述べ

様々なセクターの関与者を交えて活発に議論することを意図している。

プログラム

【総合司会】　横浜国立大学　名誉教授　伊藤　　卓

○開催にあたって（１３：３０～１３：４５）

【主催者挨拶】日本学術会議　会長　　　金澤　一郎

　　　　　

○特別講演１（１３：４５～）総合科学技術会議  議員　　          相澤　益男

○特別講演２（１４：１５～）(財)日本科学技術振興財団 会長 武蔵学園　学園長

                                                            　　有馬　朗人

○休　憩（１４：４５～１５：００）

○パネルディスカッション（１５：００～１７：１５）

【司会】 サイエンスコーディネーター　古田　ゆかり　

【パネリスト】

製品評価技術基盤機構 理事長　　　　　御園生　誠

東京大学名誉教授　　　　　　　　　   唐木  英明

大阪大学 サイバーメディアセンター

大規模計算科学部門　教授　　　　 　　菊池　　誠

朝日新聞　論説委員　　　　　 　　　　辻　　篤子  　

芝浦工業大学　学長

三菱重工業(株)　特別顧問

元総合科学技術会議議員　　　　　　　 柘植　綾夫

ＮＰＯ法人市民科学研究室　代表　　　 上田　昌文

筑波大学附属駒場中・高校 教諭　　　　梶山　正明　

　　　　　　　　　　　　　　

○今後の取り組みへの期待（１７：１５～１７：２０）

(独)科学技術振興機構　社会技術研究開発センター長　有本　建男　

○まとめ（１７：２０～１７：３０） 

日本学術会議　副会長　浅島　　誠

○意見交換会（１７：３０～１９：００）※参加費２，０００円

==================================================================　

**  日本学術会議ニュース・メール  **  　No.114  **  2008/02/01  **

==================================================================

■----------------------------------------------------------------- 

　日本学術会議主催公開講演会「宇宙と生命、そして人間を考える

  －人類の未来のために－」の開催（ご案内）

------------------------------------------------------------------■

  ◆日  時：平成20年２月16日（土）13:00～17:40

  ◆会  場：日本学術会議講堂

  ◆演  者：笹月　健彦（国立国際医療センター総長）

　　　　　　辻　  篤子（朝日新聞論説委員）

　　　　　　海部　宣男（放送大学教授）

　　　　　　長谷川眞理子（総合研究大学院大学・葉山高等研究センター教授）

　　　　　　宮下　保司（東京大学医学系研究科教授）

　　　　　　野家　啓一（東北大学副学長）ほか

  ◆定  員：250名、参加無料

  ◆参加申込方法： E-mail、FAXまたははがきにて、氏名（ふりがな）

　　　　　　　　　及び連絡先をご記入の上、お申し込みください。　

　　

　　【お問い合わせ・申し込み先】

　　　　　　　　　日本学術会議事務局企画課公開講演会担当

　　　　　　　　　〒106-8555  東京都港区六本木7-22-34

　　　　　　　　　TEL:03-3403-6295 FAX:03-3403-6224 

　　　　　　　　　E-mail：sympo@scj.go.jp

　

　　＊ 定員（250名）となり次第、締め切りとさせていただきます。

　　　 締め切り以降にお申込があった方にのみ、その旨ご連絡を差し上

       げますので、ご了承ください。

       なお、定員に達しない場合は、当日も受付を行いますので、直接

　　　 事務局へお問い合わせください。

　◆詳細は、日本学術会議の以下のホームページを御覧ください。

　　　　  　（http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/46-k-2.pdf）  　　　

■----------------------------------------------------------------- 

　戦略的創造研究推進事業 （CREST、さきがけ）平成20年度研究提案の

  募集開始（第1期）

------------------------------------------------------------------■

　http://www.jst.go.jp/kisoken/teian.html

　このたび、JSTは戦略的創造研究推進事業（CREST、さきがけ）平成20年

度研究提案の募集を2期に分けて行う事と致しました。

第１期ではiPS細胞研究に関するCREST、さきがけの研究提案を１月28日か

ら３月４日正午まで募集します。

　

　◆研究提案を募集するCREST研究領域（第１期）

　　◇「人工多能性幹細胞（iPS細胞）作製・制御等の医療基盤技術」

  　・研究総括：須田　年生（慶應義塾大学医学部　教授）

　

　◆研究提案を募集するさきがけ研究領域（第１期）

　　◇「iPS細胞と生命機能」

　　・研究総括：西川　伸一（独立行政法人理化学研究所発生・再生科学

　　　　　　　　　　　　　　総合研究センター　副センター長）

　

　●上記、iPS細胞研究に関する研究領域を除く、CREST、さきがけの平成

　　20年度研究提案募集（第２期）は平成18年度・19年度発足領域、今後

　　新規に発足する研究領域を対象として３月中を目途に開始する予定で

　　す。

　

　●下記の募集案内ホームページ（随時更新）を併せてご覧ください！

  　 http://www.jst.go.jp/kisoken/teian.html    

　　（↑から募集要項のダウンロードが可能です。）

　　評価等のスケジュールは適宜、募集案内ホームページでお知らせしま

　　す。

　

　●今回の募集は「府省共通研究開発管理システム（e-Rad）」で行いま

　　す。

　　e-Radの詳細については以下をご覧ください。提案者は研究者情報を

　　２週間以上の余裕をもって登録ください。

　　http://www.e-rad.go.jp/　　

　　（↑から提案様式のダウンロードが可能です。）

　

　●なお、諸般の事情により募集期間を若干変更する可能性があります

　　ことを予めご了承願います。

　

　◆応募締切

　　CREST：平成20年３月４日正午 

　　さきがけ：平成20年３月４日正午

　

　◆お問い合わせ先：

　　独立行政法人　科学技術振興機構（JST）　

　　研究領域総合運営部・研究推進部研究第2課

　　（募集専用）E-mail：rp-info@jst.go.jp

　　（募集専用）TEL 03-3512-3530　 

　

*==================================================================　

**  日本学術会議ニュース・メール  **  　No.115  **  2008/02/08  **

==================================================================

■----------------------------------------------------------------- 

　日本学術会議主催公開講演会「宇宙と生命、そして人間を考える

  －人類の未来のために－」の開催（ご案内）

------------------------------------------------------------------■

  ◆日  時：平成20年２月16日（土）13:00～17:40

  ◆会  場：日本学術会議講堂

  ◆演  者：笹月　健彦（国立国際医療センター総長）

            辻　  篤子（朝日新聞論説委員）

            海部　宣男（放送大学教授）

            長谷川眞理子（総合研究大学院大学・葉山高等研究センター教授）

            宮下　保司（東京大学医学系研究科教授）

            野家　啓一（東北大学副学長）ほか

  ◆定  員：250名、参加費無料

  ◆参加申込方法： E-mail、FAXまたははがきにて、氏名（ふりがな）

　　　　　　　　　及び連絡先をご記入の上、お申し込みください。　

　　

　　【お問い合わせ・申し込み先】

　　　日本学術会議事務局企画課公開講演会担当

　　　〒106-8555  東京都港区六本木7-22-34

　　　TEL:03-3403-6295 FAX:03-3403-6224 

　　　E-mail：sympo@scj.go.jp

　

　　＊　定員（250名）となり次第、締め切りとさせていただきます。

　　　　締め切り以降にお申込があった方にのみ、その旨ご連絡を差し上

       げますので、ご了承ください。

        なお、定員に達しない場合は、当日も受付を行いますので、直接

　　　事務局へお問い合わせください。

　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。

　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/46-k-2.pdf

■----------------------------------------------------------------- 

　公開シンポジウム「グローバル化の中の法」の開催について（ご案内）

------------------------------------------------------------------■

（開催趣旨）

　グローバル化の進展に伴い、法の在り方の変容をもたらしているので、

グローバル化がどういう現象であるかを法の在り方から捉えるとともに、

法におけるグローバル化の諸相を検討し、今後の分科会の活動の基礎を設

定する。

　◆日　時：平成20年３月14日（金）13:00～17:00　

　◆会　場：日本学術会議５階　5－A(1)(2)会議室

　　　　　（東京都港区六本木7－22－34）

　◆演　者：櫻田嘉章（京都大学教授）、小森田秋夫（東京大学教授）

　　　　　　吾郷眞一(九州大学教授) 、 高山佳奈子(京都大学教授)

　　　　　　道垣内正人（早稲田大学教授）、河野正憲(名古屋大学教授)

　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。

　なお、参加費無料、事前申し込み不要です。 

　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/50-s-1-1.pdf 

　【お問い合わせ先】

　　日本学術会議審議第一担当

　　TEL:03-3403-5706

　　E-mail:s251@scj.go.jp

　　　

■----------------------------------------------------------------- 

　公開シンポジウム「グローバル化と社会政策－排除から包摂へ－」の開

　催について（ご案内）

------------------------------------------------------------------■

（開催趣旨）

　新興国・途上国・移行国を含む諸社会では，先進諸国を中心とするポス

ト工業化のもと、１女性の労働力率の上昇、２人口の高齢化、３技術革新

等による労働市場の変容、４規制緩和や社会サービスの民営化などに伴い

「新しい社会的リスク」と呼ばれる問題が浮上している。

　先進諸国では、従来の社会的リスクを福祉国家によって克服したと考え

られたが、格差問題やワーキングプアをはじめとする各種の社会的排除が

露わになっている。

　本シンポジウムは、ポスト工業化社会が直面する新しい社会問題を総合

的に分析し、社会学、法学、政治学、社会福祉学、経済学などの多角的な

連携により、問題解決に向けた包摂的社会政策を構想する第一歩としたい

　◆日　時：平成20年３月22日（土）13:00～17:00　

　◆会　場：東京大学赤門総合研究棟６番教室（文京区本郷7-3-1）

　◆演　者：宮本太郎（北海道大学大学院教授、包摂的社会政策に関する

            多角的検討分科会委員、日本学術会議連携会員）

          　林　弘子（福岡大学教授、日本学術会議連携会員）

　          木下武男（昭和女子大学教授）、

　          大友信勝（龍谷大学教授）ほか

　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。 

　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/50-s-1-4.pdf 

■----------------------------------------------------------------- 

　シンポジウム「科学技術と社会の相互作用」の開催について（ご案内）

------------------------------------------------------------------■

　「科学技術と人間」研究開発領域では、平成19年度から新しい公募プロ

グラムとして「科学技術と社会の相互作用」を立ち上げました。本シンポ

ジウムでは、初年度である平成19年度に研究開発プロジェクトとして採択

された４つのプロジェクトの目指すところをご紹介することによって、抽

象的で大きなタイトルの下で具体的にどのようなことが実際に目指してい

るのかということを知っていただくとともに、平成20年度の公募に向けて

皆様と一緒に議論を行いたいと考えております。皆様の積極的なご参加を

お待ちしております。

　◆日　時：平成20年３月11日(火) 13:00～18:00

　◆会　場：財団法人国際文化会館　岩崎小彌太記念ホール（東京：六本木）

　 　　　　（アクセス：http://www.i-house.or.jp/jp/ihj/access.html）

　◆演　者：村上陽一郎（国際基督教大学大学院 教授）ほか

　◆主　催：（独）科学技術振興機構　社会技術開発センター

　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。

　なお、参加費は無料ですが、事前登録制となっております。

　http://www.prime-intl.co.jp/ristex_sth_sympo/
==================================================================　

**  日本学術会議ニュース・メール  **  　No.116  **  2008/02/15  **

==================================================================

■----------------------------------------------------------------- 

　公開シンポジウム「放送の公共性問題を考える：ＮＨＫの「改革」を焦

　点に」の開催について（ご案内）

------------------------------------------------------------------■

（開催趣旨）

　インターネットの急速な普及に見られるようにメディア環境は大きく変

化している。また、こうした環境の変化を背景にして、通信・放送制度の

見直しが議論され、放送法の改正も議論されている。

　放送の公共性をどう考えるか、特にＮＨＫの公共性をいかに発展させる

かについて議論することは、社会と学術の双方にまたがるきわめて重要な

課題と言える。本シンポジウムは、研究者、ジャーナリスト、ドキュメン

タリー番組の制作者などに登壇していただき、多様な視点からこの問題を

論議する。

　◆日　時：平成20年３月17日（月）13：00～17：00　

　◆会　場：日本学術会議5-A(1)(2)会議室（５階）

　　　　　　（東京都港区六本木7－22－34）

　◆演　者：伊藤　守（早稲田大学教育・総合科学学術院教授、日本学術

　　　　　　　　　　　会議連携会員）、

　　　　　　遠藤　薫（学習院大学法学部教授、日本学術会議連携会員）、

　　　　　　音　好宏（上智大学文学部教授）、

　　　　　　原　寿雄（ジャーナリスト）、

　　　　　　桜井　均（ＮＨＫ放送文化研究所主任研究員）ほか

　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。 

　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/51-s-1-3.pdf 

　※事前申込みは必要ありません。

　【お問い合わせ先】

　　早稲田大学教育・総合科学学術院　伊藤守研究室

　　Tel：03-5286-1868

    E-mail：mamorui@waseda.jp

■----------------------------------------------------------------- 

　公開シンポジウム「ファミリーバイオレンスへの対応策」の開催につい

  て（ご案内）

------------------------------------------------------------------■

（開催趣旨）

　近年、殺人罪に占める親族間殺人の割合も増加の傾向を見せ、家庭内に

おける暴力被害は依然として、深刻な状況にある。「配偶者等暴力防止法」、

「児童虐待防止法」等の成立により、法的対策も図られつつあるが、他の

家族による暴力に悩む家族も多く、総合的対応策が図られる必要があると

考え、我が分科会は検討を重ねてきたが、ここに、いくつかの提言を行い、

対策を進めるための助としたい。

　◆日　時：平成20年３月21日（金）14：00～16：30　

　◆会　場：日本学術会議５階　5－A(1)(2)会議室

　◆発表者：戒能民江（お茶の水大学教授）、

　　　　　　奥山真紀子（国立成育医療センター・こころの診療部長）、

　　　　　　岩井宜子（専修大学教授）

　

　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。 

　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/51-s-1-2.pdf

　※参加費無料、事前参加申込不要。

　【お問い合わせ先】

　　〒101-8425　東京都千代田区神田神保町3-8

　　専修大学　岩井宜子研究室

　　Tel：03-3265-6917

    Fax：03-3265-6962

    E-mail：yos-iwai@nifty.com

■----------------------------------------------------------------- 

　公開シンポジウム「これからの社会福祉教育―社会福祉士のカリキュラ

　ム改正に向けて―」の開催について（ご案内）

------------------------------------------------------------------■

（開催趣旨）

　10年先を見越した大学・大学院での社会福祉教育について議論する。

　◆日　時：平成20年３月28日（金）10：00～12：30　

　◆会　場：東洋大学　白山校舎　６号館　101号室

　　　　　　（文京区白山5-28-20）

　◆演　者：中野いく子（東海大学教授、日本学術会議連携会員）

　　　　　　古川孝順（東洋大学教授、日本学術会議連携会員）

　　　　　　牧里毎治（関西学院大学教授、日本学術会議連携会員）

　◆コメンテーター：

　　上野谷加代子（同志社大学教授、日本学術会議連携会員）

　　平岡公一（お茶の水大学教授、日本学術会議連携会員）

　◆コーディネーター：

　　白澤政和（大阪市立大学大学院教授、日本学術会議会員）

　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。 

　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/50-s-1-3.pdf 

【お問い合わせ先】

　E-mailもしくはFaxにて必要事項（氏名、所属、連絡先電話番号、E-mail

アドレス）をご記入の上、以下の問い合わせ先担当宛、お申し込みください。

　日本社会福祉学会事務局　担当：林　

　E-mail：jsssw@jt2.so-net.ne.jp　

　Fax：03-3356-7820

■----------------------------------------------------------------- 

　シンポジウム「「地域の知」の統合に向けて：地域情報データベースの

　利活用」の開催について（ご案内）

------------------------------------------------------------------■

（開催趣旨）

　地域研究においては膨大な地域情報が蓄積されてきた。しかしながら、

近年のGIS技術の発展やインターネットの普及にも関わらず、デジタル化

された地域情報が十分に活用されているとは言い難い。国内外の研究者が

共同利用可能な地域情報データベースの構築、ひいては、「地域の知」基

盤整備に向けて、地域情報をめぐる様々な問題点や、制度的、技術的、実

施的、社会的課題、などを議論する。

　◆日　時：平成20年３月29日（土）13：00～17：00（予定）

　◆会　場：獨協大学（草加市学園町1－1）

　◆発表者：水島司（東京大学）、池谷和信（国立民族学博物館）、

　　　　　　小林茂（大阪大学）、村山良之（山形大学）、

　　　　　　宮澤仁（お茶の水女子大学）ほか

　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。 

　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/50-s-1-2.pdf

　※事前申込み等は不要です。

　【お問い合わせ先】

　　立命館大学文学部地理学教室　矢野桂司

　　E-mail：yano@lt.ritsumei.ac.jp

■----------------------------------------------------------------- 

　北海道大学国際シンポジウム『イノベーション創出と数学研究　

　－諸科学・産業技術の「知の深み」を目指して－』の開催について

　（ご案内）

------------------------------------------------------------------■

　北海道大学では、文部科学省委託業務「イノベーションの創出のための

数学研究の振興に関する調査」の一環として、標記のシンポジウムを開催

いたします。このシンポジウムでは、我が国から「知の深み」をもった真

のイノベーションを創出するために、礎の学問たる数学研究の振興の在り

方、とくに、数学と諸科学・産業技術との効果的な連携について検討しま

す。

　数学に興味をおもちの市民の方々をはじめ、企業、大学・研究機関、政

府関係者など、各方面から多数の皆様のご参加をお待ちしております。　

シンポジウムの詳細は下記をご覧ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　記

１．シンポジウムの実施概要

　名称：　イノベーション創出と数学研究

　　　　　－諸科学・産業技術の「知の深み」を目指して－

　日時：　2008年３月11日（火）9:30～17:15　（受付開始9:00）

　場所：　京王プラザホテル札幌 Ｂ１ プラザホール

          （ＪＲ札幌駅より西進徒歩５分）

          札幌市中央区北５条西7丁目

　　　　　Tel : 011-271-0111

　主催：　北海道大学

　共催：　財団法人 札幌国際プラザ

　後援：　日本学術会議（予定）

２．開催趣旨

　諸科学・産業技術の画期的発展を成し遂げるには、複雑な現象に潜む本

質的な論理構造を見出すことが必要であり、問題を方程式のような抽象的

表現に変換し、数学的に研究することが不可欠である。また数学のもつ汎

用性は、諸分野間で別々に取り組まれていた問題を統一的に扱う道を拓く

など、数学は諸分野に「知の深み」や底力を与える。

　欧米諸国では数学のこのような特徴が多方面で認識され、多様な現代数

学の諸分野への積極的活用と、数学自体の高度化を推進している。また近

年では社会や組織を効果的に運営するための数学的取り組みもますます盛

んになっている。我が国でもこの認識が広まりつつあり、新たなプログラ

ムが開始されてきてはいるが、一方で日本の数学研究環境は年々厳しくな

っている。

　このような状況を踏まえ、本シンポジウムでは、産官学の国内、国外の

専門家が集まり、数学と諸科学・産業技術連携によるイノベーション創出

および、これを支える現代数学研究の推進体制について現状を把握し、そ

の振興のためにどのような政策・制度・組織等が必要かを検討する。

　第I部では、諸外国における数学研究拠点と数学振興策の例を参考に、

我が国を含めた数学研究環境の現状について政策的にもより踏み込んだ報

告を行う。第II部では、諸科学のイノベーションの鍵となる数学の諸事例

を紹介する。第III部では、産業界からの報告をもとに、将来のイノベー

ション創出に向けての可能性を探っていく。第IV部では、数学研究振興に

向けての我が国の数学界の様々な取り組みについて紹介していただく予定

である。

３．事前登録

　参加ご希望の方は、３月５日（水）までに

register-innovation@math.sci.hokudai.ac.jp宛に、氏名（ふりがな）、

所属と連絡先をお知らせください。参加は無料です。なお、会場の都合に

より、ご希望にそえない場合もございます。お早めにお申し込みください。

４．お問い合わせ先

　　北海道大学大学院理学研究院数学部門（数学COE支援室）

　　Tel：011-706-4671

    Fax：011-706-4672

    E-mail：math-innovation@math.sci.hokudai.ac.jp

    ホームページ：

　　http://coe.math.sci.hokudai.ac.jp/sympo/math-innovation/

　最新のプログラムは上記ホームページにてご確認ください。なお、外国

語で行われる講演は、同時通訳を予定しております。
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